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データサイエンスと滋賀大学の活動 

 

竹村 彰通 

（滋賀大学学長） 

 

＊編注 

・司会進行関係の発言は文字化していない 

・小見出しは当方で読みやすさを考慮して勝手に入れたものですので削除または適宜

ご訂正ください 

・スライドはタイトルスライドを 1として 20 まで全スライドをナンバリングした。 

・スライドは本文に、言及された箇所に挿入する形とした。 

・全体的にリモートのせいか音声不明瞭の箇所が多々あったが可能な限り文字化した。 

 

 

 

 はじめに 

 

データサイエンス、そして滋賀大学のご紹介も少しさせていただきます（スライド

1）。 

スライド 2 のような内容でお話ししたいと思います。 
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ビッグデータとデータサイエンス（DS） 
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今はビッグデータの時代ということで、このスライド 3はビッグデータが集る様子

を示しているのですが、われわれは 10 年ほど前から使っていますのは､スマートフォ

ンですが、その他も日常的に使うようになりました。デジタルデータとして集ったデ

ータを利用して､新たな価値を生み出そうということで、それがデータサイエンスと

いうことです。そういうことがやられ、重要になっているということです。 

 

4

例：ウェアラブルデバイスの進歩

 

 

今日の話しはパーソナル・ヘルス・レコードということで、スライド 4 は個人の健

康データですが、そういうものがテーマなのですが、それに関してアイフォンの新し

い機種が出たりして、血中酸素が出たり、心電図アプリの機能なども普通に使えるよ

うになるのかなと思っています。 
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このような時代で､データが資源で価値を持っているということは､しばらく前か

ら、21 世紀は石油ではなく､このデータが価値の源泉であるということで、「21 世紀

の石油」という言い方をされるようになっています（スライド 5）。 

 

 

 

それはスマートフォンを使っていても感じるのですが、データを生かすも殺すも企

業、とくにアメリカの GAFA（「Google」「Apple」「Facebook」「Amazon」）などが世界を

席巻すると言いますか、ブラックホールになって､日本は全体的に遅れていて、とく

にデータを扱う人材が不足している状態だと思います。もちろんまだまだ日本はデジ

タルトランスフォーメーションが進んでいない状況だと考えています（スライド 6）。 
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この人材の育成なのですが、実はアメリカではデータを分析する人の認知度が高い

と言いますか、私の専門は統計学なのですが、スライド 7 にありますようにここ 10

年で学位の授与者が 3 倍ぐらいに増えているという状況があります。コンピュータサ

イエンス、さらに最近はデータサイエンスで、これは統計学の数字なのですが、修士

は年間で 5,000 人ということで、それなりに専門性を持った人間が出てきて､そうい

う人たちが企業に入り、実はこのような人が増えている。簡単に言いますと待遇がい

いということでこの分野で人が不足していまして、いい職に就けるということでそう

いう現状もあり、増えていて、日本もやはりこの分野の人材を増やしていかないと、

その内に「日本はどうなってしまうのだ」というような状況だと思います。 
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実際に文部科学省もそう思っていまして、とく今は「AI 戦略 2019」というものが

発表されていて、これにしたがって文部科学省の政策が進められているのですが、認

定制度が進んでいて、大学生に勉強をさせましょうというような計画が進められてい

ます。データサイエンスで人材が必要だということで、それに沿った政策が重要だと

思います（スライド 8）。 
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われわれの方も滋賀大学でデータサイエンス学部を創っていますが、そこでどうい

うことを教えているかですが､データサイエンスの 3 要素というように説明していま

す。データの「収集・加工・処理｣をする。そしてそのデータを「分析・解析｣をする。

さらにそれにもとづいてデータから｢価値の発見・創造｣をするということで、実際に

社会に役立つようなことをやっていこうということです。こういう 3 つで、収集して

分析し処理をする。こういうステップがあり､そのように流れて進んでいくというこ

とを説明しています。これはデータサイエンスの 3 要素と言うのですが、実はここは

ある意味では狭く、あとは技術的なことがあります（スライド 9）。 

 

 

 

その前後に､そもそもどういう課題を解決しようかという｢課題の解決｣があり、問

題意識ですが、そうすることで、それをデータサイエンスで解決していこうというこ

とで、分析したあとには、どうやって社会に実現していけるか､実際のものにしてい

くかということで、分析結果を活かして､実際の改善につなげるということが言われ

ています（スライド 10）。 
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スライド 11 は、課題を発見して分析し､解決したら､それで一連の流れはお終いな

のですが、実は実際にやってみると次の課題が発見されますので、実は新たな課題の

発見ということで、グルグル回っていく。PDCA サイクルということで､また戻るので、

データサイエンスは PDCA サイクルと言われます。 
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滋賀大学 DS 学部と大学院の教育 

 

以上ビッグデータとデータサイエンスについてお話ししましたが､次に滋賀大学の

方でどうしているかをお話しします。 

滋賀大学は日本初のデータサイエンス学部ということで、2017 年に、5 年ほど前に

なりますが、学部を創りました（スライド 12）。 

 

 

 

学生は、今は 100 名で、昨年 3 月に 1 期生を輩出しました。実はその内 20 名は大

学院に進みました。大学院は学部ができてから 2 年後に創りましたが、早期設置で学

生がまだいない段階で 20 人で創り、1 期生が出る段階で 20 名を引き受けるために定

員を 40 名にしました（スライド 13）。 
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1 期生は､最初は医療保健の方が多く、そういう社会人を引き受けるために大学院

を創りました。滋賀大学はデータサイエンス分野では人材を輩出していまして、今で

はデータサイエンス教育研究拠点の性格を強めています。医療連携も進めていて累積

では 209 社になっています（スライド 14）。 
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他の大学を見ますと、2017 年のわれわれが日本初なのですが、その後、横浜市立大

学、武蔵野大学等で毎年できて、来年の 4 月には 4 大学が新たにできる予定ですが、

このスライド 15 には書いていないのですが、順天堂大学に健康データサイエンス学

部があり、健康・医療分野ではそちらが最初です。一橋大学、名古屋市立大学などに

もできていて、来年 4 月には 4 大学で新しくできて、全体で 11 大学になります。こ

れで学部生が 1 大学で 100 人ほどですから、全部で 800 人ぐらいでしょうか。大学院

はまだできていないところもあり､学士も修士もアメリカ統計学のようにはまだまだ

なっていませんが、いちおうこのくらいはあるということです。 
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滋賀大学では先ほどの 3 要素を重視して、統計学、コンピュータ科学などを教育し

ます。実際のデータ分析では現実の課題を採り上げます（スライド 16）。 

実際の課題を採り上げてやることは大学の力だけでは難しく､実は多数の企業・自

治体との連携をしています（スライド 17）。 
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スライド 18 は、1 期生の卒業研究です。提供元企業と受け入れゼミが出ています。 
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先ほど大学院を 3 年ほど前に創ったと言いましたが､その 1 期生の写真がスライド

19 です。その後も年間 15 人程度の企業派遣院生を受け入れています。学位は 2 年間

なのですが、1 年目には､この分野の手法を集中的に勉強して毎日課題に取り組みま

すが､2 年目には各企業の課題と、それを解決するためにどうするかを企業に戻り、実

際のデータで分析し、修士論文を書きます（スライド 19）。 
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共同研究の分野としては、スライド 20 にあるような業界で、マーケティングと言

いますか、そういうところで研究する一方で､製造業の技術管理や建設などの道を選

ぶところもあります。健康・医療の方のスタッフも滋賀大学の方にもいまして、研究

科を創り、色々な企業から相談があり､大学院生の派遣も様々なところから来ていた

だいています。健康・医療に特化しているわけではありませんので、スタッフもおり

ますので､時間があれば見学していただければと思います。 
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